
様々な課題・困難を抱える女性への支援事業【京都府南丹市】

地域の実情と課題

連携団体

常設女性相談に加え、既設のフェミニストカウンセリング
の広報も同時に行った。常設相談への電話・来庁相談か
ら担当課への連携という点で実績を作ることができた。
一方で、常設相談以上にフェミニストカウンセリング希望
の定着がうかがえた。今後は相談員の資質向が重要な
ポイントになると考えられた。また、若年層に向けた広報
の方法に課題が残った。

今後の課題
事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ●,●●● 千円

交付金額 ●,●●● 千円

事業番号 1

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

相談窓口への相談件数
４０件
（アウトカム）

３７件
（令和８年
３月時点）

92.5
％

事業
KPI

女性相談員を新規に配
置し体制を整える

１人
（アウトプッ
ト）

2人 200％

令和５年実施の市民意識調査において、相談体制の充
実が必要であるとする女性の回答が、50%を超えるもので
あった。

既に月２回予約制で開設をしているフェミニストカウンセ
リングに加え、常設の女性相談開設の必要性があった。

いつでも気軽に相談できる常設女性相談窓口を創設し、
様々な課題・困難を抱える女性への支援を行った。
・女性問題アドバイザー（女性相談員）を新規2名を配置
し、市役所開庁日は対応できる体制を整えた。

・就労、家庭、子育て等様々な課題について相談をうけ、
必要であれば他機関につないだ。

様々な課題・困難を抱える女性が気軽に相談できる窓口
として開庁日全日を女性相談を受け付けることが可能と
なった。女性相談員を軸として、本市関係各課（特に生活
困窮担当課の福祉相談課と子育てや虐待対応をするこ
ども家庭課）との連携や、関係機関への連携により課題
解決等への体制基盤ができた。

南丹市内において常設の相談機関を新たに開設し、
様々な課題や困難を抱える女性が相談しやすい環境を
整え、支援を実施することを目的とする。

南丹市女性ネットワーク、NPO法人グローアップ、京都府
家庭支援総合センター、京都府男女共同参画センター、
（株）ウイメンズカウンセリング京都

個別事業費 2,705 千円

交付金額 1,352 千円



事業の概要

南丹市様々な課題・困難を抱える女性への支援事業

様々な課題・困難を抱える女性への支援として、常設の「女性相談」を設置した。
女性相談員を新規２名を配置し、市役所開庁日は対応できる体制を整えた。
様々な課題・困難を抱える女性に「女性相談事業」が届くよう生理用品の配布時にチラシ・カードを同封した。

常設女性相談

市役所開庁日に実施（9：00～16：30） 様々な課題を抱える女性を対象に実施

既に開設している「フェミニストカウンセリング（２日/月）」に加えて開設
目標相談件数：４０件、実績相談件数：37件

南丹市女性ネットワーク、NPO法人グ
ローアップの事業開催時に生理用品の配
布等を実施。

相談内容によっては、相談員が関係機
関へ伴奏支援を行うなど ケースに応じた
対応を行った。

子育て広場・健診託児場所
等で生理用品の配布

（女性相談を広報）

チラシ・ポスター・カードを用い、
状況に応じて配布

（女性相談を広報）



フェミニストカウン
セリング
（月２日）

ウイメンズカウンセ
リング京都

南丹市様々な課題・困難を抱える女性への支援事業（連携イメージ）

こども家庭課
（児童虐待等）

福祉相談課
（生活困窮等）

京都府男女
共同参画セン

ター

京都府家庭
支援総合セン

ター

女性相談
（常設）

市役所開庁日
9：00～16：30

生理の貧困解消と理解
促進ワーキンググルー
プ※困難を抱える女性
への広報、支援

南丹市女性ネットワーク

※男女共同参画事業に
おける連携

NPO法人グローアップ

※関連事業における協
力

※相談内容に係
る連携
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